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令和 2年度 渡嘉敷村航路事業特別会計予算
令和 2年度 渡嘉敷村航路事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。
(歳入歳出予算)第1参
 震父蜃霊翠算
算
z禁蜜拓≧雰灸藤雪象蟄雰警E島基装患f牛憂T墓蜃父畠h予算」によると                |ェ  |I  Ⅲ下  fl

(一時借入金)
第 2条 地方自治法第 235条 の 3第 2項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、 200, 000:千円と定める。

(歳出予算の流用)

第 3条 地方自治法第 220条第 2項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流
用することが出来る場合は、次のとおりと定める。
(1と

療 鰯 年慶任用職景
―
縣 る共済費を除く )O

生 喧 ヒ t る同一款内でのこんらの経費の各項の間の流用。

i逓

渡嘉敷村長 座間味 秀

令和2年 3月 5日  提出



第 1表 歳入歳出予算
歳 入

千

款

1船舟白運送事業

項

歳 合 計入

2営業外収益

1営業収益

681 464

249,026

432,438

681 464

金   額
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歳 出
千

金   額

681,462

547,827

133,635

1

1

1

1

681,464

項

ユ営業費用

2営業外費用

1繰上充用金

1予 備 費

款

1船舶運送事業

2繰上充用金

3予 備 費

歳 出 合 計



歳入歳出予算事項別明細書

1総 括
歳 入 (単位

歳 入 合 計

1船れ白運送事業

款 本 年 度 予 算 額

681,464

681,464

641,312

641,312

前 年 度 予 算 額

40,152

比 較

40,152

-3-



4

歳 出
千円)

一 般 財 源

681,462

1

1

681,464

そ  の  他
0

0

0

0

地  方  債
0

0

0

0

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

源財定特

国 県 支 出 金

0

0

0

0

較比

401152

0

0

40,152

前年 度 予算額

641,310

1

1

641,312

本 年度 予算 額

681,462

1

1

6811464

款

1船舶運送事業

2繰上充用金

3予 備 費

歳 出 合 計

争ri 卜1税 (撤 ・1,ⅢⅢェ



2歳 入

(款)1船舶運送事業 1 益 千円)

国

計

1運航収益

本 年 度

432.438

432,438

前 年 度

464i OS4

464,054

比   較

△31.お 16

△ 31,616 1船客運賃

区   分

4郵便航送料

3と章勢塊廊崖蟹婆宰 :・

2鬱動車航送速賃

7過年度自動車運
、
夢 譲

:                    |

6過年度旅客運賃

5そ の他の収益

9貨十船ギ料

8過年度貨物運賃

節

40,000

369,856

金  額

2,285

17.000

1

820

2,474

1フ ェリー旅容運賃
2■本船旅客運賃

'7干
りF林客運賃 (島割引)

4高速船旅客運賃 (島割引)

170,912

160,000

11,495

27,449

説 明

1鄭使航送料 2,285

ュ費ヴ■手荷物Ⅲ小荷物 17,000

1と言寺ヨ葛ド差営,信霊!・ 40,000

1

1埠年ぽ旅客運算 1

-1鯨
ウォッチング 820

2,474

1遮韓 賀物餞 1

イ  ''i

一 S―
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(款)1 (項)2
千 円

明説

20,402

1

1-般会計繰入金
2

84,646

94,268

l

2

13447

島航路

国補助金

1預金不u息
2‐終糖凍佼金
3船積申込書販売金
r彗芳とエア百i成機菊上金 (フ ェリー)
6コカコーラ自販機売上金 (北岸事務所)
7挙ノン首板機売上金 (フェリー)
8ペプン自販機売上金 (北岸事務所)
9'も oic百療機売上金 (北岸事務所)

13

1,842

78

353

35

147

41

63

1
10そ

金  、額
比  較

71,650

387

0

0

7687

前 年 度

220,

154,398

2,236

1

1

258177

本 年 度

226,048

2,573

l

026

目

1繰 入 金

2補 助 金

3雑 収 益

4消費税還付金

5繰 越 全



3歳 出

(款)1船舶運送事業 1 千円)

目

1旅 客 費

3自 動車航送

取扱費

2貨 物 費

5養缶水費

4燃料潤滑油

費

6港   費

本 年 度

600

10,779

316

1,661

996

146,6σ6

前 年 度

13,090

315

731

949

113,385

1,638

レヒ   聰交

△131

△2,311

33,221

23

47

県

金出

国

支 地 方 債

特 定 財 源

そ の 他
一般財源

本 年 度 の 財 源 内 訳

10,779

316

600

996

146,606

1,661

2傷害保険料

1旅客歩合

区   分

3雑   費

1賠償保Iク食料

3貨物伝票等
F向榊〕費
「 !

1貨物弁金

,1船舶給水費

1燃料潤滑油
:費

1岸壁使用料

金  額

節

1,542

2,029

7,208

73

243

400

200

996

146,606

1,193

1旅客歩合
2過年度旅客歩金

2,028

1

説 ロノ弓

1船客傷害賠償保険料  1,542

1貨物弁金 200

1乗船券印昂1代      448
2旅容運賃払戻金     719
3その他 (枕カバー等洗濯代)

41

4ク レジットカー ド等利用手数
米斗                       6,000

lA重油
2軽油
3オイル類

56,210

88,396

2,000

1車輌航送券等印刷費 73

1賠償保険料 243

1貨物伝票F口鳥J費 400

1フ ェリー岸壁使用料
2高速船岸壁使用料

759

434

1フ ェリー給水料金
2高速船給水料金

831

165

-7-



-8-

(款)1
単位 :千

明説

1港湾施設使用料 (高速船)48

1陸上電力供給施設使用料  420

1船舟白電話料 (フ ェリー) 276
2 FAX受信サービス利用料 (
フェリー)       44
3データカー ド通信料 (フ 上リ
~)           80

4船舶電話料 (高速船)  396
5移動無線使用料     152
6電波利用料        lo
7 WiFiルーター利用料 (高

108

1ごみ処理業務委託料 (フ ェリ
ー)          119
2ごみ処理業務委託料 (高速船
)                         83

3船舶維持管理支援業務委託料
5,258

5 Wi― Fi設備保守委託料 (

264フェリー

金  額

48

420

1,066

5,724

分
ｉ
・

区
｀

2港湾施設使
1用料 (嵩速
″口`)
3陸上電力供
給綴 使用

料   「
1通 信 費

2委 託 料

10,384

一般財源
そ の 他

度

定

年本

特

地 方 債

源財

の

県

金出

国

支

財  源 ■内  訳

'ヒ

   車史

513

前 年 度

9,821

本 年 度

10,334

6

7雑   費



(款)1船舶運送事業 1 千円)

7

目

8船   賢′

本 年 度

376,535

前 年 度

386,170

,ヒ   竜交

20,365

県

金出

国

支 地 方 債 そ の 他

特 定 財 源

木 年 度 の 財 源 内 訳

一般財源

376,535

区   分

2給   料

3そ の 他

ひ諸 手 当

5退職手当糸R
合負担金

節

命  額

79,658

3,544

45,895

16,113

説 明

1船内臨R手イ青掃費     242
2陸 L電力電気料金   3,120
3 PCリ ース料 (フ ェリー)129
32 PCヅ ース料 (高速船)  53
1-般職給与
3臨任職員給与

70,502

9,156

1扶養手当       3,384
2住居手当       2,874
8通勤手当        664
4特殊勤務手当     2,988
5時間外勤務手当     500
6宿直手当       1,540
7管理職手当       960
8期末手当一般職    25,841
9児童手当       1,140
10食料手当       2,919
21臨任職員住居手当    324
22臨任職員通勤手当    224
23臨任職員特殊勤務手当  288
24臨任職員扶養手当    678
26臨任職員期末手当   1,049
28臨任職員退職手当組合負担金

522

1退職手当組合負担金  16j H3

-9-



-10-

(単位 :千

1恩給及び退職年金 43

l共済組合負担金
2追加費用
3地公災負担金
4臨時船員共済保険料
5臨時船員雇用保険料

23,194

1,552

420

1,731

30

597保険料6

1互助会負担金
2団体生命保険保険料

354

86

1933健康診
1船舶備品費 590

1消耗品費
2消耗品費 (制服等 )
3消耗品費 (LPG料金)

3,245

957

70

)    35(常備薬品6消
1中間・清潔 ドック費
2修繕費

52,750

1,500

5003部品

員2

1船員県内旅費 159

952

l NHK受信料       86
2変更申請手数料 (EP紙代等 )

73

金  額

43

27,S24

633

599

4,307

54,750

1,111

1,031

区   分

6思給組合負

7共済組合負
担金

8福利厚生費

1つ μ口`舶備品費

11船れ白消耗
費

14船舶雑費

一般 財 源
そ の 他地 方 債

度 の 財 源 内 訳本  年
特 定    財    源
県

金出

国

支
'ヒ

   竜交前 年 度本 年 度目



(款)1船 舶運送事業

(款)1船舶運送事業 (項)2

1 (単位 i千円)

目

8

本 年 度

547.827

前 年 度

496,099

ケヒ   革攻

51:728

県

金出

国

支 地 方 債 そ の 他

特 定 財 源
一般財源

本 年 度 の 財 源 内 訳

547,827

区   分

16船舶リース
1料 ・

15備 船 料

17航路附属施
設費

金  額

節

138,609

1,904

4,367

3安全祈願料 (重箱代金等)52
4その他 (船主責任保険料等)

820

説 明

2高速船リース料   138,609

1船舶使用料 (他村船舶借料)
1,904

1フ ォークリフトリース料 (4
屯)         1,192
2フォークリフトリース料 (3
.5屯)        986
3フ ォークリフ トリース料 (3
,5屯)        989
4航路付属施設燃料費   400
5航路付属施設修繕費   400
6部品等代金 (タ イヤ等) 400

1保 F父 料

2利   子 446

5,000 7,200

604 △158

△ 21200

446

Si 000 1保 [父 料

1村債等利子

5,000

444 1-般交通事業債
2辺地対策事業債

222

222

1船舶保険料 5,000

-11-
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(款 運 2 業 外
千円 )

明説

1-時借入金利子 1

1-時運用金利子 1

40,0061村債償還金

1-般交通事業債 1

1-般職給与      18,381
10非常勤職員報酬 (会計年度任

49410

】扶養手当

3通勤手当
4特殊勤務手当
5時間外勤務手当
6管理職手当
7期末手当一般職
8児童手当
9住居手当

1,278

98

48

800

240

7,125

600

324

1退職手当組合負担企  3,493
30期末手当 (会計年度任用職員

1,478

101恩給及び退職年企

1

1

40,006

1

28,875

10,S13

4,971

10

金  額区   分

2-時借入

3-時運用金
不可子

1船  舶

1企業債償却

1給  料

2職員手当

)

3退職手当組
合負担金

4恩給組合負

40,006

1

70,632

一 般財 源
そ の 他

財度

定

内本

特

源

源

地 方 債

財

県

金出

国

支
'ヒ

   竜交

160

0

2,797

前 年 度

84639,

ユ

67,835

本 年 度

40,006

1

70,632

目

2

3減価償去,費

4繰延勘定償

去,

5店   費



(款)1船舶運送事業 2 千円)

目

5

本 年 度 前 年 度 ,ヒ   車英
県

金出

国

支 地 方 償 そ の 他

特 定 財 源
一般財源

本 年 度 の 財 源 1内 訳

区   分

5共済組合負
担金

7旅   費

6福利厚生費

金  額

8,497

114

149

説 明

1互助会負担金
2団体生命保ll父保険料
3常備栗品
4

1共済組合負担金
2追加費用
3地公災負担金
4臨時職員雇用保険
5臨時職社会保険料

6,045

405

35

80

1,890

426 労災保険

1

1131職員県内旅費
2 旅

1電算回線使用料      47
2那覇事務所電詔料金   420
3渡嘉敷事務所電話料金  276
4 1SDN回線使用料    52
8郵送料等         1
9那覇事務所予約システム回線
使用料         82
10北岸事務所予約システム回線
使用料         82
11予約システム用 ドメイン使用

料           146
12予約システムサーバー証明書
用 90

-13-
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(款)1 2営
千円 )

明説

13ウ イルス対策ンフ ト更新料 39
14予約システムサービスプロバ
イグ利用料        72
21光プロー ドバンド利用料  218
22渡嘉敷村VPN回 線利用料

704

1広告料          1
20費用弁償 (会計年度任用職員
)           147
1会議費 ユ

1印刷代         39
2那覇事務所複写機保守料金 204
3渡嘉敷事務所複写機保守料金

312

l沖縄旅客船協会     462
2日 本旅客船協会     196
3那覇港振興協議会     20
4海上保安協会       lo
5船貝災害防止協会     27
6琉球水難救済会      63
7沖縄海事広報協会     30
8沖縄地方船員労働安全衛生協

10

金  額

148

1

655

818

区   分

9広告宣

10交 際 費

11印昂U製本費

一般財源
そ の 他地 方 債

の  財  源 1内  訳本  年  度
特 定   財    源
県

金出

回

支
'と

   窮交前 年 度本 年 度目

S



(款)1船舶運送事業 2 外 用 (単位 :千円)

目

5

本 年 度 前 年 度 歩ヒ   魂史
県

金出

国

支 地 方 債

特 定 財 源

そ の 他
一般財源

本 年 度 の 財 源 内  訳

13不動産貸借

料

区   分

16備 品 費

15保 険 料

14修 繕 費

18新聞図書

1 7 費

19光熱水費

3,559

金  額

1

29

100

173

700

888

説 明

1車両車検整備修繕費ほか  100

1那覇事務所家賃
2北岸事務所使用料
3旅客施設使用料 (北岸)

2,522

633

25

3794

1消耗品費 700

1備品費

1

2

費 (那覇事務所)

(北岸事務所)

420

468

1新聞購読料 (琉球新報) 74
2新聞購読料 (沖縄タイムス)

3

74

25

2那覇事務所 PCリ ース料  367
3再 ヅース料        1
4那覇事務所複合機 リース料 126
5渡嘉敷事務所複合機 リース料

140

6 NHK受 信料       33
車 リース 3297男

-lS一
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2 用
千円 )

9車輌〔油脂燃料費      71
loその他         203
12婢嘉敷事務所PCノ ース料 294
13渡嘉敷事務所電話機 リース料

21プリンターリース料

923料スジ8

112

56

1減債基企積立金
2減債基金利′包、積立金
3船舶整備基金積立金

立金4

1鯨ウォッチング監視業務委託
料             1
3外国人対応職員派遣委託料  1
4割引システムメンテナンス委
託料          852
5 Web船舶予約システム保守
委託料         264
7乗船券発券・精算システム保
守委託料        396
21経営戦略プラン策定支援業務

990

22船舟白運営管理ステム機能改修
722対

金  額

15

3,226

一般財源
そ の 他地 方 債

財  源  1内  訳本 年 度 の

特 定 財 源

県

金出

国

支
'ヒ

   車交前 年 度本 年 度目

5



1船舶運送事業

(款)2繰 上充用金

(款)3予 備 費

(項)2営業外費

1 金

千円)

目

7船舶建造費

6消 費 税

本 年 度

2

17,548

133,685

29,724

前 年 度

145,211

1

士ヒ   卓女

1

△ 12,176

△ H〕 576

県

金出

口

支 地 方 債 そ の 他

特 定 財 源
一般財源

本 年 度 の 財 源 内 訳

1331635

2

171548

区   分

1船舶建造費

1消 費 税

金  額

節

2

17,548 1消費税及び地方消費税 17,548

説 明

1船舶建造費        1
3船舟白建造推進委員会委員報割ll l

計

l繰上充用金

1

1

1

1

0

0 1

1

1補償補填及
賠償金

1 1前年度繰上充用金 1

1予 備 費

言十

1

1

1

1 0

0 1

1
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給 与 寮  1明 l .細  書
航路事業特別会計
l特 別 職 (単イ立:千円)

'ヒ

      砲交

前 年 度

本 年 度

区   分

計

そ の 他

議  員

長  等

言十

そ の 他

議  員

長  等

計

そ の 他

議  員

長  等

/

職 員 数

/

!|

給 費

報  酬 計

( )

(

/
( )

( )

( r)

( )

( )

/

/

/

/

共 済 費

/
/
/

合  計

/

備  考

NO.1



2-般 職
(1)総  括

(単位 :千円)

合   計 備 考

196,665

192,712

3,953

共 済 費

:32113」

80,699

1,454

給 与 ′ 費

職員手当
:

計

75,6291
…1164,51ど

|

86,Sp4 75,2091 |:1162:013

420

0

0

0

( )

24

( )

23

( )

1

区 分

本 年 度

前 年 度

ケヒ 1咬

言十

72,929

75,209

△ 2,280

退職 手 当
組   合
負 担 金

19,606

19,847

△ 241

食料手当

2,919

2,765

154

住居手当

3,198

3,198

0

管理職
手 当

1,200

1,20o

0

特勤手当

3,036

2,940

1日 直手当

il,540

1;540

児童手当

1,7401

740

0

時間外
勤 務

手 当

4,000

△ 2,700

通勤手当

713:

扶養手当

4,6621

4,998

“△ 386

期 末 手 当

32,966

32,268

698

区   分

本 年 度

前 年 度

ケヒ      車交

職

貝

手

当
の

内

訳

(2)給料及び孵景手当?増減額の明細

考備

昇給人員23ネ *4010(平均昇給額)*12

△ 287

明説

(0):海路119β 7)行政

-2700)
(当閉外手時-241(担金組合負当退職手ユ54)(当食料手(96)特動手当l692△

(千円)

1,987

増減事由別内訳

人員l曽による増

界給・昇格に伴う増減分

家族編成の変更等に甚る増減

その他の理由による増減

人員増による基礎額の増

当←j36)通動千当kと9)

増減額 (千円)

2,079

△ 2,280

区  分

給  料

職員手当

NO.2



(3)給料及び職員手当の状況■

ア

十f i[】・:
・
ｒ
・一

「，

一・・〔
一 円

令和2年 4月 1日 現在

額・

平tI均

平 均 解
Ⅲ
月

与ぉ.■月マi,額

平▼ 均  ャ年  齢

平成31年 4月 1日 現在

平

均平 ●牡コ_Л……顔 |

平 均∵給 与 月

i!モケ)
準

i‐

区

4414

ヽ 335,320“

尋,949

｀
露21540

ドi44.5

:鑢|__章i搬
.

B55,621

,439
３

　
一

332,540

47.1

47.6

362,039

単 労 職 備 考

大 学 卒

高 校 卒

区 分

182ぅ 290

150,600

行 政触 海 事 職

144,900
|li… |.

甲 方。,

呼9'甲9

198,100

海 事 職 単 労 職

の 度国
一
一
一
一一

144,900

備 考

'コ  |▼
==ド
γ…

| :犠
|―殺111‐ i

千FⅢ fl｀ . NO.3



ク 級別職員 数

構成比 (%)

0

)(

0

)(

)(

0

)(

0

)(

0

)(

)(

0

職員数 (人 )

0

)(

0

)(

)(

0

0

)(

0

)(

)(

0

職労単

級

1         級

2   級

計

1         級

2   級

構成比 (%)

i〕(

)(

)(

101

)(

71

)(

)

)

職員数 (人 )

(

19

)(

3

職事海

級

1       お及

構成比 (%)

(

)(

25

職員数 (人 )

)(

5

1

2

職政行

級

3級～ 6級

1         級

3級～ 6級

分区

6 級

課長・参事

船   長
機 関 長

5 級

課長・参事
1課長補佐・所長

―等航海士
一等機関士

4 級

佐・所長
1任
―等

i航鋒鍵 i機
乗紅員 i

闘士

2デ 纏 |

乗 組 員 .ヶ

技能職・労務職
単労職・見習職

乗 組 員

技能職
i単労職 見 職

区   1分

行   政   職

職

NO.4



工 昇 給

日|〕

年

度

本

年

度

一分^区

〉ヒ痕牟 (B)た(A)か

号給数別内訳

昇給に係る職員数    (B)(人 )

職 員 数 :

比率  (B)/(A) (%)

号給教別内訳

昇給に係る職員数∵  ~ω )rk薄

職 員 数 (▲)(人 )

3号給|(本)

S号給 (人 )|

6号給 (人 )

r14芽妻総

2号給 (人 )

3号給  (人 )

d号給 (人 )

■も号お (災ガ

4号給ti(人う

2号給 (人 )

100

0

15i

100

1

0

:Ⅲ谷|1計li

100'

4

1

5

100

1

5

・ 行
¨
政
‐‐
職
~
r代 表 的_な 職 _種

100

3

4

18

100

1

4

19

1 9

海事職 単労職
備 考

NO.5



オ 期末手 当・勤勉手当il

力 定年退職及び勧奨退職に係る退職手当|

備 考

職制上の段階
職務の級等に
よる加 算措 置

`離

在置

有

支給率計  (月 分)

4.45

4.45

4.50

it支 一 給 期 別 「:う髭: 率

6月 ‐・(月 分)ヽ ,■2月一鯛分)
i(

2:225 2.225

(

2.125: 2.325 i

(
・
)

歩225 1 加275´

区 分

本  年  度

前  年  度

国 の 制
'度

考備
その他の加算
処 置 等

制度なし

制度なし

…耳ゆ午勤続の者
(月分)

最 高 限 度
(月分)

47.709768

47,70939

五i:1,

.670119

19.670

区   分

支 給 率 等

(支給率等)

国 の 制…度

NO.6



キ 特殊勤務手当

ク その他の手当

代表的な特殊勤務手当の名称

支給対象職員の比率
(令和2年 1月 1日 現在)

(%)

給料総額に対する比率   (%)

区 分

暴風雨時勤務・船長、機関長、船舶乗務員・船舶運航管理者

83.0

4.7

全   職   員

20.0

0,3

行  政  職
代 表 的 な 職 種

100.0

5.8

海  事  職 単  労  職

通 勤 手 当

住 居 手 当

扶 養 手 当

区 分

異

同

同

国 の 制 度 と の 異 同

交通の用具使用の場合の距離区分

差 異 の 内 容 備  考

NO.7





給 与 費 明 細 書

(

【航路会計】

区  分

本 年 度

前 年 度

〉ヒ    車策

報  酬

10,494

10,494

給  料

1,478

期末手当

1,478

給   与   費

972

計

11,972

1 ,890

共 済 費

1,890

合  計

13,862

13,862

備  考




